








5.結論 

 腎疾患患児の赤血球 Na・K濃度は血清電解質腎機能とは相関を示さず,病状の悪化,特に

蛋白尿,低アルブミン血症の増悪と共に赤血球内 Na/K 比の上昇を認めた。腎疾患において

体液バランス面から腎障害の程度を評価する際,赤血球内 Na・K濃度は微量で測定でき今後

有用な検査となるといえる。 


